
平
成
十
八
年
十
月
十
日
受
領

答

弁

第

二

八

号

内
閣
衆
質
一
六
五
第
二
八
号

平
成
十
八
年
十
月
十
日

内
閣
総
理
大
臣

安

倍

晋

三

衆

議

院

議

長

河

野

洋

平

殿

衆
議
院
議
員
辻
元
清
美
君
提
出
安
倍
首
相
の
靖
国
神
社
お
よ
び
国
立
追
悼
施
設
に
つ
い
て
の
見
解
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、

別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。



衆
議
院
議
員
辻
元
清
美
君
提
出
安
倍
首
相
の
靖
国
神
社
お
よ
び
国
立
追
悼
施
設
に
つ
い
て
の
見
解
に
関
す
る
質
問
に
対

す
る
答
弁
書

一
の
�
及
び
七
に
つ
い
て

御
指
摘
の
発
言
に
つ
い
て
は
、
政
治
家
個
人
と
し
て
の
見
解
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
と
承
知
し
て
お
り
、
政
府
と
し
て
お

答
え
す
る
立
場
に
な
い
。

一
の
�
に
つ
い
て

政
府
と
し
て
は
、
安
倍
内
閣
総
理
大
臣
が
靖
国
神
社
に
今
後
参
拝
す
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
承
知
し
て
い
な
い
。

二
の
�
に
つ
い
て

戦
争
犯
罪
人
を
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
の
三
級
に
よ
り
区
別
す
る
こ
と
が
公
式
に
行
わ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
一
般
に
、

「
Ａ
級
戦
犯
」
と
は
、
極
東
国
際
軍
事
裁
判
所
に
お
い
て
審
理
さ
れ
た
戦
争
犯
罪
人
を
指
す
と
い
わ
れ
て
い
る
と
承
知
し
て

い
る
。

二
の
�
に
つ
い
て

「
内
政
干
渉
」
と
い
う
用
語
は
必
ず
し
も
一
義
的
で
は
な
く
、
ま
た
、
御
指
摘
の
「
一
連
の
行
動
」
の
個
別
具
体
的
な
内

一



容
も
明
ら
か
で
は
な
い
の
で
、
「
内
政
干
渉
」
に
当
た
る
か
否
か
を
一
概
に
述
べ
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

三
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
名
誉
」
及
び
「
回
復
」
の
内
容
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
く
、一
概
に
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

な
お
、
日
本
国
と
の
平
和
条
約
（
昭
和
二
十
七
年
条
約
第
五
号
。
以
下
「
平
和
条
約
」
と
い
う
。
）
第
十
一
条
に
規
定
す

る
極
東
国
際
軍
事
裁
判
所
が
科
し
た
刑
は
、
我
が
国
の
国
内
法
に
基
づ
い
て
言
い
渡
さ
れ
た
刑
で
は
な
い
。

ま
た
、
重
光
葵
氏
に
つ
い
て
は
、
昭
和
二
十
七
年
四
月
二
十
八
日
、
平
和
条
約
の
発
効
及
び
公
職
に
関
す
る
就
職
禁
止
、

退
職
等
に
関
す
る
勅
令
等
の
廃
止
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
九
十
四
号
）
の
施
行
に
よ
り
、
選
挙
権
、
被
選

挙
権
な
ど
の
公
民
権
が
回
復
さ
れ
て
い
る
。

四
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
国
際
的
な
戦
争
犯
罪
者
と
し
て
の
規
定
か
ら
外
れ
る
」
及
び
「
く
つ
が
え
せ
る
」
の
内
容
が
必
ず
し
も
明
ら

か
で
は
な
い
が
、
極
東
国
際
軍
事
裁
判
所
に
お
い
て
被
告
人
が
極
東
国
際
軍
事
裁
判
所
条
例
第
五
条
第
二
項
�
に
規
定
す
る

平
和
に
対
す
る
罪
等
を
犯
し
た
と
し
て
有
罪
判
決
を
受
け
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
そ
し
て
、
我
が
国
と
し
て
は
、
平
和
条

約
第
十
一
条
に
よ
り
、
極
東
国
際
軍
事
裁
判
所
の
裁
判
を
受
諾
し
て
い
る
。
な
お
、
極
東
国
際
軍
事
裁
判
所
が
科
し
た
刑
は
、

二



我
が
国
の
国
内
法
に
基
づ
い
て
言
い
渡
さ
れ
た
刑
で
は
な
い
。

五
及
び
九
に
つ
い
て

御
指
摘
の
書
物
は
、
安
倍
内
閣
総
理
大
臣
が
内
閣
総
理
大
臣
に
就
任
す
る
前
に
政
治
家
個
人
と
し
て
記
し
た
も
の
と
承
知

し
て
お
り
、
そ
の
個
々
の
記
述
に
つ
い
て
は
、
政
府
と
し
て
お
答
え
す
る
立
場
に
な
い
。

六
の
�
及
び
�
に
つ
い
て

安
倍
内
閣
総
理
大
臣
個
人
の
認
識
に
つ
い
て
は
、
政
府
と
し
て
お
答
え
す
る
立
場
に
な
い
。

六
の
�
か
ら
�
ま
で
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
自
存
自
衛
戦
争
」
の
意
味
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
政
府
と
し
て
は
、
個
々
の
行
為
に
対
す
る
評

価
等
を
め
ぐ
り
様
々
な
議
論
が
あ
る
こ
と
も
あ
り
、
お
尋
ね
の
点
に
つ
い
て
具
体
的
に
断
定
す
る
こ
と
は
適
当
で
な
い
と
考

え
る
。

六
の
�
に
つ
い
て

政
府
と
し
て
は
、
安
倍
内
閣
総
理
大
臣
の
靖
国
神
社
参
拝
に
つ
い
て
、
国
の
た
め
に
戦
っ
て
尊
い
命
を
犠
牲
に
し
た
方
々

に
対
し
て
手
を
合
せ
て
、
御
冥
福
を
お
祈
り
し
、
尊
崇
の
念
を
表
す
る
た
め
の
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。三



八
に
つ
い
て

小
泉
前
内
閣
総
理
大
臣
の
靖
国
神
社
へ
の
参
拝
に
つ
い
て
、
御
指
摘
の
判
決
の
違
憲
と
の
判
断
は
、
い
ず
れ
も
下
級
裁
判

所
の
判
決
の
い
わ
ゆ
る
傍
論
に
お
い
て
述
べ
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
最
高
裁
判
所
の
判
決
（
平
成
十
八
年
六
月
二
十
三
日
最

高
裁
判
所
第
二
小
法
廷
判
決
）
及
び
決
定
（
平
成
十
五
年
十
一
月
二
十
一
日
最
高
裁
判
所
第
二
小
法
廷
決
定
、
平
成
十
八
年

六
月
十
三
日
最
高
裁
判
所
第
二
小
法
廷
決
定
、
同
月
二
十
七
日
最
高
裁
判
所
第
二
小
法
廷
決
定
及
び
同
日
最
高
裁
判
所
第
三

小
法
廷
決
定
）
に
お
い
て
は
、
い
ず
れ
も
違
憲
と
の
判
断
が
示
さ
れ
て
い
な
い
と
承
知
し
て
い
る
。

な
お
、
政
府
と
し
て
は
、
内
閣
総
理
大
臣
の
立
場
に
あ
る
者
が
私
人
の
立
場
で
靖
国
神
社
に
参
拝
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、

憲
法
第
二
十
条
第
三
項
の
規
定
に
違
反
す
る
も
の
で
は
な
く
、
ま
た
、
内
閣
総
理
大
臣
が
国
務
大
臣
と
し
て
の
資
格
で
靖
国

神
社
に
参
拝
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
い
わ
ゆ
る
津
地
鎮
祭
判
決
（
昭
和
五
十
二
年
七
月
十
三
日
最
高
裁
判
所
大
法
廷
判

決
）
に
お
い
て
示
さ
れ
た
い
わ
ゆ
る
目
的
効
果
論
の
考
え
方
に
従
っ
て
判
断
す
れ
ば
、
専
ら
戦
没
者
に
対
す
る
追
悼
を
目
的

と
し
て
、
靖
国
神
社
の
本
殿
又
は
社
頭
に
お
い
て
一
礼
す
る
方
式
に
よ
り
行
わ
れ
る
よ
う
な
参
拝
は
、
社
会
通
念
に
照
ら
し
、

憲
法
第
二
十
条
第
三
項
の
規
定
に
違
反
す
る
疑
い
は
な
い
も
の
と
考
え
て
い
る
。

一
〇
及
び
一
一
に
つ
い
て

四



御
指
摘
の
「
国
立
追
悼
施
設
」
の
在
り
方
に
つ
い
て
は
、
様
々
な
意
見
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
当
分
の
間
、
国
民
世
論
の
動

向
等
諸
般
の
状
況
を
慎
重
に
見
極
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

五


